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ょ
の
匁

E
膚
で
多
〈
会
つ
で
お
ち
一
万

z
m
網
代
女
性

m
m代

で
依
〈
会
合
て
い
霊
す

【
閏
】
ど
う
い
う
之
と
か
告
粛
良
市

長
ん
で
よ
か

Z
S
Eし

た
か
・
【2
つ
週
叙
】

ト
7
プ
ぽ

『

n然
療
機
が
よ
い
」
・

次
い
で
「
民
事
会
会
ど
で
前

制
ょ
の
減
少
し
た

「K向
性
、
ザ
史

脇
島

Z
ど
と
順
位
が
入
れ

梼
わ
う
で
い
ま
す
・

E
Zい
う
こ
と
か

i

に

Z
E
Z
E
2
5

と
笹
え
奮
し
た
か
・
{
3
つ
翠
個
R
V

歯
剛
屈
と
比
佐
す
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受
過
が

不
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「
絢
舗
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人
開
凋

F
f
t
E
t
-
-
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「
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間
関
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が
よ
く
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2
位
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4
位
に
蕗
号

て
い
ま
す
・
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万
「
買
い
切
に
有

便
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「
倣
脊
環
境
が
よ
〈
&
ーと

は

富
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よ
園
町
「
買
い
雪
量
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詰
幽

4
5ら
今
回
2
位
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が
っ
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ま
す
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住
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明

t
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し
て
お

i
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S
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ど
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で
す
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・
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し
て
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い

て
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位
5

2
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u
E
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i
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で
す
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療
良
市
巴
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糧
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醸
し
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滅
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て
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令
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蓄
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岱
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岡
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・
R
か
a
g

s
市
」
は
男
性
で
は
却
畑
代
の

毎
回
'
で
手
段
U

L
E
t
胃
占
め
て
‘
ま

す
が
女
位
で
"
弘
前
知
代
で
“
お

4

i

z

-

-

ez
r
男
女
左
も
ω
代
以
上
で

低
保
〈
代
わ
ヲ
て
「
歴
史
也
市
L

M
V
h
r
F
プ
に
会
う
て
い
ま
す

「
繍
栓
・
宮
市
』

U
K包
で
の
.. 

湿

M
v
e
向
〈
実
性
h
m
s
・
‘
l
'
n

L
出

m
-
e
n
8
、
と
明
女
聞
の

T

r

;

1

1

2

て

い
ま
す
・
ほ
か
l
e
k
-
E
で
の
倉
鍵

“
v
e
飼
い
の
凶
『
生
E
R
-
v
w
-
e
』

z

a

z

z

;

i

 

い
の
は
「
E
P
5
』
「
E

'Mm」

「文化
-
-
e」'eどでAτ

一悶
-
am
鹿
帽
の
符
烹
・
@
R
R
@

た
@
に
符
陰
・
賓
と
し
て
-
m
a

"‘ • • 
IItU"""・
咽噌酬，M，・.・回・・u..，.
.~.. 

自141皐E・・・
帽....."u町山・m
'" 一._.・・皿
... .明日・

E
-して
い
〈
べ
き
も
の
u

ど
れ
で
す
さ
5

っき

「

f
i
i

g

E

で

A

T

2

2

2

i

h

E

A

Z

 

-
-
i
i
 

情
逝
降
旗
遮
・
の
@
備
』
A
3

3

7

J

A

Z

E

火
災

思
水
書
也

'm妨
止
と
M
・
」
-
3

5

7

7

き

で

す

『

E

火
災
風
水
寄
&
ど
の
除
問
企

t
n

E地

Eri
 

ー

i

i

z

I

F・

s・
-

z

v

札"陶M ・a
m・"'u"，'山・m・2酬
明

咽崎町m
U附

嚢..金削1・

1<l ....-7~U' .. 

-叫川.

1・・・ヲ向，.・・e・H.

"'''''U<''I・・
間制肌凹・

-」

U
医
値
"
大
賀
附
拠
の
め
っ
た
思

慮
7
・
ほ
n
l
%
で
し
と
が

T

宮
L

1

1

4

・

E

Z

、
「

2
2
2
E

・
R
-
噂
修
"
の
a
寛
賞
』
『
旭
川
・
貫
生

喝
の
向
上
官
Z
5
2
1

f
「
習
の

A
l
g

・
-
-
の
向
上
」
『
圃
観
光
禽
揚
教

2

2

a

=

5

3

I

 

7
の
究
実
a
'
・
2
Q
ど
は
男
性

2
1
1
1
1
 

自制
陶

，，， 

， 
， 

" 

，.-..._. 
蝿t.....u・-
Z毘酬・‘噛駒
山守・・…..."u......，・a.. .. 
制御制帽..~.

品ar'-m・ι
Z目・句....uの
， I銅山町



奈良市のおゆみ-市制10 O~ 

品
の
舎
か
二
十
困
匁
に
佐
合
鮫

ー

の

制

定

で

公

民

館

u
t

教
仰
の
総
合
施
肢
と
し
て
悶
得
さ

れ
る
よ
う
仁
会
句
ま
し
た
・
市
で

も
中
央
公
民
館
と
寝
静
公
民
館

を
開
館
し
ま
し

た

が

そ

の

こ

ろ

Eは
ま
だ
十
分
で

2
い
も
の

の

Eの
言

語

5
3旬

ほ
じ
め
ま
し

f
z

的
儲
立
館
は
角
縦
町
に
あ
っ
た
三

条
公
民
障
が
量
初
で
し
え
が
市

E
Z
Z
lこ
た

え

る

自

照
十
五
年
に

「

小
学
校
区
に
一

公
民
鮒
」
と
、
ーヲ
市
公
民
鎗
鯛
隻

E刷
会
っ
く
り
ま
し

R
Jう

し
て
同
年
前
節
公
民
館
企
完
成

多
税
金
識
喝
を
聞
い
て
も
ま
寸
・

な
必
二
十
九
働
"
の
分
館
も
ず
情
緒

に

R
A
t
-

関
書
館
に
つ
い
て
ば
昭
和
玄

f
f
E
4
2
5
 

何
鶴
岡
・
"
も
開
館
し
ま
し
た
・

2
2
2
2
5
1
 

ニ
テ

4
の
僚
と
し
て
建
ロ
し
た
会

ら
ま
九
セ
ン
タ

i
の
な
か

i
中
央

例
.
.
 舗
を
衡
置
い
ま
で
ほ
五
十

万
冊
を
錨
え
る
蝋
俸
を
・
え
移

動
開
削
書
館
も
含
め
市
民

i
広
〈
例

制
各
れ
て
い
ま
す

い

=33ばT今
ス

3ポ7l;ツ
Eは

町

E利三
七
盆
年
平
に
中
央
佐
修
静
a曹
背
銘
そ
の
=
隼

市制
100年

奈
良
市
の
あ
ゆ

九

か

ご

ろ

よ

く

耳

ー

す

る

「
生
語
学
習
」
こ
れ
は
予
般
教

a
門
家
出
隠
微
育
代
金
政
育
な
ど

Zら
ゆ
る
学

f
fじ
ま

す
・
豊
か
な
社
会
や
生
島
が
い
の

あ
る
〈
ら
し
を
実
現
，
る
に
は

一
人

2
3主
に

わ

た

ワ

て

伊
習
し
つ
づ
け
る
こ
と
が
必
蔓

i

な
っ
て
I

』

ま

す

そ

ヱ

で

奈

良

市
の
生
涯
学
賓
の
う
も
社
会
教

育
肉
あ
ゆ
み
の
績
を
み
る
ニ
左

に

し

ま

し

;

t
z祉会
保
育
の
特
色
は

公
偏
向
鎗
慣
を
盤
惜
し
て
い
る
こ
と

で
す
昭
和
の
ほ
じ
め
は
後
，
盆

主

E鎗
と
し
て
一
般
に
目

し
て
い
た
の
が

.寝
泊
恨
の
検
育
改

市
民
の
学
習
意
欲
に
こ
た
え
て

き
ゅ
定
ま
l
L

乍

眼
相
互
↑
一
修
に
ほ
中
央
公
M
K

T闘
Z
R
E
f
t
-

』

一

匁

に

平

様

車

公

使

館

が

完

成

し

こ

れ

主

干

一

銭

E

R
舗
の
並
舗
が
の
完
了
し
た
の
で
す
・

こ
れ
ら
の
鎗
で
は
市
民
太
地
F

E
-
-
k
g磨
ス

ポ

ー
ツ
叙
童
文
化
財
般
車
会
ど
の

多
憾
な
揚
庫
金
聞
き
也
市
民
の
自

E
的
令
学
習
グ
ル
ー
プ
も
た
く
さ

ん
生
ま
れ
て
い
ま
す

平
成
七
年
か
ら

uaaの
活
性

化
や
「
重
、
づ
〈
"
は
人
づ
〈
旬
」

に

s
i
t
-
aの
た
め

さ
ら
に
公
民
館
活
性
化

Zを
展

開
し

2
2
t
tし
た

ー・ ・曽 匁
即日措附闘

制，四条剛

山に一

回町唱公団関陰

晴輔倉咽

…醐?・H
.・公比鋪脚{‘
四公問
中蝉宵駐慮

中醐問

同国間

中安公"''''
唖-{ft~~'一世

.'組問団

同町一m
a醐叩
わか"醐量
膏，・，開岨..'"一田
中醐岨t:1::"t..RLた複合
蹴{;:~l".." 一揖
'"盆時醐欄了
l'Ii;$4j幅増-"け間
間衡問

脅問

後
ー
は
ゆ
血
宍
武
謹
姐
・
L
C

つ

E
つ
ぎ

に
撃

'Hrすす
み
ま
し
た
・
五
十

年
代

E
f
=プ
ー

ル

伺

2
空
間

fa公園
舎

ど
が
で
き
ま
し
た

そ
し
て
「
わ
か
〈
き
伺
体
」
を

• 
山

崎寧

岬
碑
岬
岬

ひ
か
え
た
五
十
八

年

に

ほ

鴻

ノ

直上・

2
2工
L
E

に

f主
し
て
い
き
ま
し
ミ

ま
た
肉
黙
の
な
か
の
依
符
抱

寝
と
し
で

γ
成
疋
信
号
に

aw少佐マ

野

外

語

セ

ン

タ

ー
を

開

司

そ

の

後

も

丙

s
e
a・
生
繭
ス
ポ

ー
ツ
』
セ
ン
タ
ー
や
緑
ケ
丘
琢
也
句
会

ど
も
で
き
ま
し
た
・
平
慮
ヒ
年
に

ゆ凶

『
ス
ポ
レ
ク
h
g
ら
』
M
V
測
か
れ

市
民
代
の
ス
ポ

1
7
・
mが
ま
す
ま
寸

高
ま
っ
て
い
ま
す

ー

に

文

化
賞

E
i

〈
h

り
ま
し
ヌ
。
変
化
泊
働
問
の
拠
点

在
し
て

U

史
勝
文
化
い
で
シ
タ
ー

が

E
五
十
七
与

E
E・
平
成

」F
年
に

ω
古
い
町
盆
み
が
売
る

な
ら
ま
句
に
音
声
館
が
毛
皮
し
ま

し
た
わ
ら
ぺ
厭
や
仏
畿
ec
健
の

t
Eと
な
ら
ま
ち
の
活
性
化

の

た

め

帽

U
い
靖
.
を
短
進
し

て
い
ま
す

自

で

は

こ

の

よ

う

に

だ

れ

も

が

い

つ

で

も

ど

こ

?

も

自
宅
前

l
マ
ぴ
つ
づ
け
る
」
』
と
が

で

S
る
監
視
学
習
性
会
の
実
現
に

む
吋
て
位
金
紋
副
首
閣
退
鎗
恨
の
釜

F
E注
い
で
い
ま
す
・

支

-酉
久
保
提

巴

爺

U
2
E塁
爾
楊
V

同
購
蝉

司f".o:.

4・F.. 
】

金
4
軟
才

1
ヲ
ン
帯
金

酬

ン
タ
l

生
通
学
園
W
U

生
濯
を
と

釘
し
た
自
分
自
身
の
学
習
活
動

で
す
・
そ
れ
だ
け
に
そ
の
分
野

も

ひ

ろ

〈

情

領

も
lb

ろ
い
ろ

な
形
で
幽唱
え
て
い
ま
す
・

ニ
の
セ
ン
タ
ー
は

ま

す

ま

す
高
ま
り
を
み
せ
て
L
る
生
漏

Z
A
-
-た
め

の

翌

範
俊
L

と
し
て

杉

ヶ
町
に
酋

e

t
t
t完
成

l

開
館
の
予
誕
で
す
@

こ
こ
で
は
コ
シ
ピ
ュ

l
タ

a
;
Z涯
学

5
2

候
シ
ス
チ
ム
」

i
よ
る
学
習
の

2
2
・2ゃ
2
2

.
嵐
広
屋
徴
。
食
も
開
催
し
ま
す

2
2
2ほ
必

よ

そ
一一
一
?
手
方
メ
ー
ト
ル

u
E
ぺ

出陣
面
繍
凶
約
三

F
五
百
九
十
平

tn
メ
ー

ト

ル

で

竃

駒

ω槍
上

三
階

a
r
陽
の
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
這
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奈
良
ド
い
す
む
野
鳥

i
知
っ
て
祭

し
い
身

近

な

野
鳥

j
ぜ
と
選
ん
で

it-}

れ
t
は
メ
ス
Mr
抱
卵
中

止

r

ピ
チ
タ
幽
で
て
い
た
オ

.

師
間
口
1
1
1
刊に肝

μ

リ

E
ぃ

f
f
z
iぃ

パ

耳
目
咽
の
ほ
メ
ス
の
抱
帽
中
に

ヒ

ma廊
オ
ス
が
鳴
っ

-m柑u
f
育
て
に
笹
裂
な
縄

中
国
彊
旬
を
守
る
た
め
仁
懸
命

文

「
婦
げ
ヒ
パ
リ
」

e
L

浮
か
れ
て
い
る
の
で
は
会

ま

た

旭

K
の
換
で
抱
卵
を
し

い
占
有
ス
め
歓
声
を
聞
〈
こ
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ま
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岡
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ベ
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れ
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れ
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。
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句
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'"山崎. 崎"'ド鷹市民榊酬叫抑J輔のみ闘の人{明11-';'.IAllH翼線tr.:..，ている場合"
川口、る川市民僻醐叫問輔のみ開:手れている渇制限り!i".1!たは叫間同円
、る人で今与211 1日製作っさの、ずれ請に儲吋した人

l 叩"事 gJI 1日以前治りねたs口出船和時"あるため常時晴ti<1喜左しても'{，MiI.以上の
人州時211 1日以前に日れた人， 肺児福祉附受給. ，将帥;~r，f-"i受給有 4 樋
IH匂待遇t普賢分}受1;')1'¥-
{it.lただし 1、"核叫する人でも 乎厳"ゎOl!31日以備から病院 ..訴または，人保健施設に入院ま

たはA同時されてhる人 特別養揮を人ホーL令どの祉会福祉値段に入っている人"支給め".になりまぜん，
また 畑祉給付盆ゎ特別給付盆の主総寝伶に像aーする人でも 支給の対象左立ります

，....付盆1
(11 >.:給盆蟹 l人 1Ji門

'"定給付肘 今節目 l口融叫以上の入 {町田S4'-211 1 円以前け1:1¥'"人}で悼9時制

鋭存操縦め人{付絵.が扶実観篠となっている鳩合" 枚隻しでL る人も市民健.潔健{殿町玄す。j

(技ただし今年2I1 1時間同酎金げれた入社会福崎船 λ胡Lてもた人"拙支給されま

すので市訴する必宮町<iJJ，句ません また 福怪給付盆の，給要件l読匂する人i主 将測鉛11金は，おされまぜ
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 〈申情期間喝所)3月9日-258 市役所1階正面玄伺ホール

〈受付時間〉午前g時~午後4時(土、目、祝日を除く}

忽お、出現所 運絡所等で除下"8程で受lフ付げます.

，.伊図書同lζd白書聖忽ちの 印鑑(留印)と金陸犠咽(鄭便局参除く)に綴込みを依閉さnるとき"期金遇制"
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奈良しみんさより"再生箆を使用してし啄も
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